
建設災害応急支援隊 C-DEST
　　　　　　　　　　　　交通基盤部　建設経済局
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現状①　（災害の発生状況）
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撮影日：令和４年10月４日
撮影場所：静岡市清水区地内



現状②（災害復旧への対応状況）
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撮影日：令和４年９月27日
撮影場所：静岡市清水区地内

撮影日：令和４年10月５日
撮影場所：静岡市清水区地内

課題（建設業の担い手不足）
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＜建設業の担い手不足＞
・　令和４年度建設業関連学科の高校の卒業生のうち、
 建設会社への就職は20.4%、建設関連会社への就職は8.5%

・　建設業就業者数（全国）
　　平成９年：685万人　⇒　令和４年：479万人　に減少

＜高齢化の状況＞
・　建設業就業者の３割以上が55歳以上、29歳以下は１割

＜将来の担い手確保＞　が必要

＋
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認知度向上のための取組①

愛称の募集・決定

＜目的＞

・　認知度の向上（県民理解の向上）

・　復旧対応に従事する建設会社の一体感の向上

＜愛称の決定＞

「Ｃ－ＤＥＳＴ」（シーディスト）
Ｃ：Constructction（建設）、

Ｄ：Disaster（災害）、

Ｅ：Emergency（応急）、

Ｓ：Support（支援）、

Ｔ：Team（隊）
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ロゴマークデザインの募集・決定

最優秀賞を決定！
大島愛巳さん(静岡デザイン専門学校)
 
＜コンセプト＞
「いち早く被災地の力になる組織」

一般公募でデザインを募集

静岡文芸大学、静岡デザイン専門学
校、産業技術専門学校等の生徒らが、
217点の作品を応募！

認知度向上のための取組②
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今後の取組

今後の取組

＜ロゴマークの掲示＞　

　⇒　復旧活動時の作業着

（ビブス）、重機、ヘルメット

　　等へ掲示

　⇒　建設業従事者の認知度の向上、

　　　 建設業の担い手確保

　　　　　　　　　　　　　


